
�����������������������������
まずは, 受賞に際しての日本体育協会からの推

薦文, および, 私の受賞時の挨拶文を以下に記し

たいと思う｡

……日本体育協会の推薦文……

福永哲夫氏は, ����年東京大学教育学研究科博
士課程を修了し, ����～��年西ドイツ・ケルン体
育大学スポーツ医学研究所に留学され, ����～����年, 中京大学体育学部助教授を経て, ����年,
東京大学教養学部助教授に着任され, ����年に同
学部教授となられた｡ ��年間にわたり東京大学で
教育・研究に邁進された後, ����年, 早稲田大学
人間科学部教授 (後にスポーツ科学学術院教授)

として移られ, ����年, 鹿屋体育大学学長に就任
され現在に至る｡

福永氏は, ����年, ｢ヒトの絶対筋力｣ をテー
マとする研究論文により, 東京大学において教育

学博士の学位を取得された｡ 本論文は, ヒトの筋

力は筋断面積に比例するという事象を, 科学的エ

ビデンスに基づき実証し, 単なる学位論文の枠を

超え, 国内外のその後の筋の機能およびトレーニ

ングに関する研究領域の進歩に誠に大きな功績を

なした｡ その研究成果は今なお色あせることはな

く, 如何に特筆すべきものであるかは, 被引用件

数���回 (����年３月) という, ヒトの筋力を扱っ
た研究としては異例の多さであることからも裏付

けられる｡

福永氏は, 学位取得後も旺盛に研究を継続され,

単に研究業績が多い, ということだけではなく,

ヒトの筋の形と機能に関する研究領域においては

常に世界をリードされてきた｡ その最たるものと

して, 福永氏は, ����年前後, 世界に先駆け, 超
音波法による筋線維動態に関する研究が挙げられ

る｡ それはヒトの筋肉や腱の動きを映像として取

り出し, そのふるまいや特性を解析したものであ

り, ヒトの体の動きの発現メカニズムに迫る最先

端の研究であった｡ この画期的な研究業績は, そ

の後のこの分野における研究指針を与えるものと

なり, 国内外の研究者の圧倒的な支持を得た｡ そ

の研究業績を称え, ����年, 国際バイオメカニク
ス学会は, 同学会最高の栄誉である ｢マイブリッ

ジ賞｣ を福永氏に授与した｡ 福永氏の研究活動は

常に斬新であり, 先駆的であり, 多くの若手研究

者の共感を得てきた｡ それは高度な教育モデルで
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福永哲夫＊����年６月��日に日本体育協会より第��回秩父宮記念スポーツ医・科学賞功労賞を戴いた｡ 大

変名誉ある事だと感謝している｡ また, この受賞を記念して鹿屋体育大学で講演会 (����年�月��日) を開催していただいた｡
この機会に, これまでの私の研究暦を振り返りつつ, 一緒に研究してきていただいた多くの研
究仲間に改めて感謝の気持ちを表わすとともに, これからの人生でお世話になる人々に, 私の体
育スポーツ科学に対するメッセージを表わせればと思い, 筆を執るしだいである｡

＊鹿屋体育大学長



もあり, 事実, 氏の研究室は過去そして現在とも

に優れた研究者を連綿として輩出している｡

福永氏の研究業績が, 国内外でいかに高い評価

を得ているかについては, 枚挙に遑はないが, 氏

の研究姿勢のなかで特筆すべきことは, 常に研究

成果の実践, 応用をめざして取り組んでいる点で

ある｡ 例えば, 筋肉の特性に関する研究, あるい

は日本国民の身体組成に関する研究など一連の基

礎的データに基づき, 高齢者向けの介護予防運動

プログラムを考案し, 精力的にその普及に努めて

いる｡ 福永氏は, 老化が筋肉の不足に由来するこ

とを説き, お金を貯める貯金に例え, 筋肉を蓄え

ることを目的とした独自の運動処方を ｢貯筋運動｣

と命名した｡ 現在, ｢使って貯めよう筋肉貯筋｣

というキャッチフレーズのもとに, 日本の各地域

の行政団体や体育・スポーツ団体と連携し, 具体

的なキャンペーン活動を積極的に展開している｡

また, スポーツ界への実践的貢献も顕著である｡����年メキシコオリンピック対策の一環として行
われた ｢高地トレーニングに関する研究｣ や札幌

オリンピック対策の ｢アルペンスキーの競技力向

上に関する研究｣ に大学院生として参画したのを

初めとし, ����～����年には日本体育協会スポー
ツ医・科学専門委員会委員を勤め, 特に競技力向

上に関する研究, ジュニア期の体力, スポーツ活

動に関する研究などに多大な貢献をなした｡ さら

に, 日本体育協会公認スポーツ指導者育成事業の

講師として長きにわたり尽力している｡ 競技団体

へのスポーツ科学活動も積極的に行い, とりわけ����～����年には日本漕艇協会科学研究班の研究
責任者として, 競技力向上のための科学的サポー

トを指揮した｡ また, ����年に福永氏が初代会長
となって立ち上げたトレーニング科学研究会 (現

在, 日本トレーニング科学会) も, 実践的スポー

ツ科学を目指した学会の先駆けとして特筆される｡

現在, トレーニング科学会は, 日本学術会議に加

盟するが, 当初, あえて ｢学会｣ という名称を付

けず, ｢研究会｣ としてスタートしたのも, スポー

ツ現場への間口を広げる意図からであった｡

その他, 日本バイオメカニクス学会会長, 日本

体育学会会長 (現職), 日本学術会議会員など,

主要な学会活動において要職を歴任し, 現在, 日

本で唯一の国立の体育大学である, 鹿屋体育大学

の学長として, 我が国の体育, スポーツ科学の学

術的発展に日々尽力している｡ さらには, 近年,

従来の論文形式とは一線を画し, スポーツの実践

活動にテーマを絞り, スポーツ実践に欠くことの

できない画像データを多用し, ウェッブ上で提供

するジャーナル ｢スポーツパフォーマンス研究｣

を刊行している｡ そのユニークな活動は, ｢研究

と実践｣ の両面に, バランスを取りつつ常に全力

を尽くしてきた福永氏の面目躍如たるところであ

るといえる｡

以上, 福永氏の学術的業績, 学会活動やスポー

ツ界への貢献, ならびに教育者としての功績は,

まことに本功労賞にふさわしいものといえる｡

……福永による受賞時の挨拶……

本日は名誉ある秩父宮記念スポーツ医・科学賞

を戴き心から御礼申し上げます｡

受賞者を代表いたしまして一言御礼申し上げま

す｡

私は����年の東京オリンピック時に徳島県立小
松島西高等学校に体育の教員として赴任いたしま

した｡ ２年間の体育の教員をしながらトレーニン

グ科学を本格的に勉強したくなり, ����年に東京
大学大学院体育学研究室に入学し, 猪飼先生のご

指導の下にスポーツ科学の研究を始めました｡

猪飼研究室で徹底的にスポーツ科学の研究手法

を教え込まれて以来, 卒業後約��年が過ぎました
が, この間, 中京大学体育学部, 東京大学教養学

部体育研究室, 早稲田大学スポーツ科学部を経て

現在は鹿屋体育大学に勤務いたしております｡ 特

に, 私の興味は人間の発揮する筋力の仕組みとト

レーニング効果に関することであり, このテーマ

を中心に研究してまいりました｡ その間, 先生方

を初め, 多くの気のいい研究仲間に恵まれました｡

今回, 秩父宮スポーツ医・科学賞功労賞を戴くこ
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とになりましたが, この名誉ある賞はこれまで��
年間一緒に研究してきた仲間の研究に対しての表

彰と考えております｡ 今日のこの表彰をバネにさ

らに研究仲間とともにスポーツ科学の研究に精進

したいと考えております｡

本日はまことに有難う御座いました｡���������������
徳島県立小松島西高等学校の体育教師として体

育の授業や部活動 (陸上部) を経験しながら, ス

ポーツ科学 (特に筋力トレーニング) に興味を持

ち, 大学院 (東京大学教育学研究科猪飼研究室)

に進学した｡ 研究 (修士論文) は指導教官 (猪飼

道夫教授) の意向により, 超音波による筋断面積

測定に決まった｡ 当時は, 超音波, 筋断面積と自

分のやりたい筋力トレーニングとの関係が理解で

きず, 研究への興味がわかず, 修士論文作成まで

随分と苦労した記憶がある｡ しかし, その頃から

約��年間にわたり, 超音波, 筋力, トレーニング
をキーワードに研究を行うことが出来たことは誠

に幸運であった｡��������
身体運動における, 筋と腱の構造と機能との関

係を見ると (図１), 解剖学的観点から考えて,

筋 (筋線維) の太さは力のポテンシャルであり,

その長さは速度のポテンシャルである｡ 力と速度

の積はパワーであるので, 太さと長さの積 (体積

は) パワーのポテンシャルと考えることが出来る｡

古くは筋の太さなどの解剖学的な指標は屍体解

剖などの手法により測定されてきたが, 近年の生

体画像計測法の開発 (超音波法, ＭＲＩ法など)

により生体でより正確な解剖学的指標が計測され

るようになってきた｡

図２は私と研究仲間がこれまでに行ってきた研

究の概要を示したものである｡

生体の筋腱複合体の形状と機能との関係は複雑

ではあるが, 両者は密接な関係があり, その関係

にトレーニングや発育, 加齢などの環境条件が複

雑に作用する｡ それらの関係を様々な測定手法

(超音波法, ＭＲＩ法, インピーダンス法, 筋電

図法, 筋力計法など) を用いて分析統合する試み

を行なってきた｡

それらの個々の要素に関しての詳しい事象は夫々

の研究誌に掲載されているのでここでは省略する｡

福永：｢形は力を産み, 力は形を造る｣ ―秩父宮記念スポーツ医・科学賞功労賞受賞記念講演―
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その研究論文 (国際誌に掲載された英文論文) の

一覧について年代別に示したのが図３である｡����������
東京大学教育学部での助手時代 (��～��才) に
恩師猪飼先生が急逝され, そのショックを引きず

りながら中京大学体育学部に赴任した｡ 研究の指

導者を失ったショックは大きく, 未だ半人前の研

究しか出来ない状態を打破したく, ケルン体育大

学スポーツ医学研究所への留学を決意した｡ ｢留

学するなら国費留学生試験を受けていきなさい｣

と言われていた猪飼先生の意見に従い, 西ドイツ

国費留学生試験 (ＤＡＡＤ) を受け, 合格するこ

とが出来た｡ ２年間のケルン体育大学 (西ドイツ)
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スポーツ医学研究所での研究 (筋力と筋血流量と

の関係) を終え, 中京大学での大学院生とともに

実験の日々を過ごした｡ この頃の研究テーマは身

体運動で発揮される機械的パワーとエネルギー代

謝量との関係であり, 機械的効率を運動技術に関

連付ける実験を随分とした記憶がある｡

東京大学教養学部保健体育科に赴任して (����
年, ��歳) からは自分の修士論文と博士論文の追
試に明け暮れ, 超音波による筋断面積測定を性,

年齢, 競技選手などの様々な対象者のデータ収集

を行った｡ その結果は, 基本的に猪飼研究室で行っ

た実験結果 (修論, 博論) と同じであったことか

ら, 安心するとともに測定法に自信が生まれてき

た｡ 振りかえれば, ��歳くらいになってやっと研
究者としての意識が芽生えてきたようである｡����年代後半 (��歳台) に入り, 超音波法をそ
れまでの輪切りから縦切りにした結果, 筋線維長,

腱長などの新しい計測が可能になり, また, 教養

学部体育科に大学院が設置され (生命環境科学系)

多くのすぐれた大学院生と実験が出来るようにな

り, 急速に研究が進んだ｡��歳で東大を定年前 (それまでの定年��歳が延
長になった) に終え, 早稲田大学人間科学部 (そ

の後, スポーツ科学部を設立) に異動した｡ 体育

の専門学生を対象にしたバイオメカニクスの授業

は東大とは別の面白いやりがいのあるものであっ

た｡ 特に, ゼミ生を対象の時間が大変楽しいもの

であった｡ 思いっきりスポーツ科学の実験に明け

暮れることが出来た｡����������������������
最近は発表された論文の被引用回数が注目され

てきている｡ そこで, これまでの共同研究者によ

る論文 (英文) の被引用回数 (��回以上) を調べ
た結果が図４である｡ 被引用回数が最も多いのは���������������(���������������������) で,���回である｡ この論文は修士論文提出した

福永：｢形は力を産み, 力は形を造る｣ ―秩父宮記念スポーツ医・科学賞功労賞受賞記念講演―
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(����年��月��日) 翌日に猪飼先生から ｢英文に

して欧文誌に投稿するように｣ との命令で, 暮れ

正月休みを返上して必死の思いで書き上げたもの

である｡ 自分の文章は殆んど見られないほどに修

正された事になったが, 一応投稿にまでこぎつけ

たのは成人式 (１月��日) の頃であった｡ 筋力ト
レーニングで有名な���������先生が猪飼先生の
友人であったこともあり, 論文を丁寧にチェック

していただいた｡ そのお陰か, たいした苦労も無

くアクセプトされて事は幸運でもあった｡ 筋力が

筋断面積に比例するという単純な論文であったが,

筋断面積を超音波法で直接計測し, ヒト生体での

筋断面積を始めて測定できたことの独創性が認め

られたことであった｡ その後も数多く引用される

ことになったが, 当時の猪飼先生の先を見る目の

確かさを今になって理解できた｡

����年代に入り生体での横断面像を計測する新
しい装置が開発されてきた｡ ＣＴ法やＭＲＩ法で
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ある｡ この方法の開発はそれまでには考えら得な

いような高い精度での体内情報が画像で見られる

ようになった｡ 超音波で輪切り画像を撮る限界を

感じ, 他に超音波法の将来を考え始めた｡ ����年
に文部省在外研究員としての１年間のサバティカ

ルが得られ, ＵＣＬＡの��������教授の研究室
でＭＲＩの研究をすることが出来た｡ 久しぶりに

下腿, 大腿の断面像 (ＭＲＩ) を撮りまくり, 分

析の毎日で１年間を過ごした｡ その結果, 長年の

夢であった生理学的断面積の定量に成功すること

が出来 (��������被引用回数���回), 更に, 固
有筋力の測定にまで進むことが出来た (�������,
被引用回数���回)｡
次に, 被引用回数が多い論文が������������������������������(����������������) で,���回である｡ この研究は超音波法を従来の横断
面画像から縦断面画像に変えて機能との関係を見

福永：｢形は力を産み, 力は形を造る｣ ―秩父宮記念スポーツ医・科学賞功労賞受賞記念講演―

－��－��� ��������������������������

��� ��������������������������������������������
��� ����������������������������������������������������
��� �����������������������������������������������������������������������

��� ������������������������������



ようとした画期的な一歩を踏み出したものであっ

た｡ ����年代には超音波を輪切りにのみ利用する
方法で, ひたすら断面積測定精度を上げることに

注意を集中していたが, ��年代半ばからＸ線ＣＴ
法が開発され非常に精度の高い断面画像が発表さ

れるようになった｡ 更に, ��年代後半に入り
ＭＲＩ法が発表され, 見る見るうちに生体での画

像診断法が進歩してきた｡ この環境は超音波を断

面画像に求めるには勝負にならないと思い, 方向

転換を考えることを余儀なくされてきた｡ その結

果, 筋線維 (筋束) の走行方向と腱組織の走行方

向を定量することが可能になり, 力の伝達効率を

考えることが出来るようになった｡

その後, 関節角度と筋線維長 (�������������������, 被引用回数���回), 等尺性筋収縮中の
筋線維長変化 (��������������, 被引用回数���
回), 動的筋力発揮中の筋線維長変化 (�����������������������, 被引用回数���回), 歩行中の
筋線維と腱組織の動態 (�������������������������������被引用回数���回) など数々の面
白いテーマに発展することが出来た｡ 更に, 腱と

筋線維との接合部が超音波画像で確認できること

から腱組織の伸長量が測定できることが明らかに

なり (���������������������被引用回数��回),
腱の粘弾性特性を定量する試みが久保を中心に精

力的に進められた｡ 弾性特性と運動パフォーマン

スとの関係 (����������������被引用回数���
回, ��������被引用回数���回), トレーニング
による弾性特性の変化 (����������������被
引用回数��) などに発展していった｡������
これまでの研究生活を振り返り, ヒトの骨格筋

の機能と構造に興味を持ち, 実直に測定を繰り返

してきたように思われる｡ 人間が生きていくうえ

で動くことの重要性は誰もが考えることではある

が, その動くことの元は頭で考えて筋肉を収縮さ

せることである｡ そのメカニズムは案外複雑で,

環境条件により著しく影響されることがこの領域

の研究の深さと難しさを滲み出させている｡ 我々

体育スポーツ科学を専門にしているものにとって,

｢人間が動くこと｣ への科学的アプローチは興味

が尽きないところがある｡ つい先日 (����年��月��日) かつて猪飼研究室で一緒に実験していた先
輩の矢部さん (名古屋大学名誉教授) に鹿屋に来

ていただき電気刺激実験を行った｡ ����年頃に行っ
ていた実験と同じ手順で実験した結果, ��年前と
同じようなデータが出たときは何故か大感激だっ

た｡ 当時の確かな実験手順を開発した矢部先輩の

能力に敬意を表すとともに, 実験のアイデアを出

したであろう猪飼先生の先を見る目の凄さに改め

て感服したしだいである｡ いつの世でも追試に耐

えられる研究をしたいものである｡���������
身体組成の測定法に関する研究

バイオインピーダンス法 (���法) ���法, 超
音波法を用いて, 身体各セグメントの筋量及び脂

肪量を測定し, その分布パターンを明らかにする

とともに, 筋量推定の簡易法を開発した｡

スポーツ競技選手の身体組成と筋機能特性

オリンピック日本代表選手など一流スポーツ競

技選手を対象に身体各部位の筋厚, 皮下脂肪厚分

布パターンを測定し, その競技種目別差異を明ら

かにした｡ さらに, スポーツ競技選手の脚筋力や

脚伸展パワーを測定し, スポーツトレーニングが

筋力や筋パワーに及ぼす影響を明らかにした｡

高齢者の身体組成と筋腱特性に関する研究

身体各部位の皮下脂肪厚及び筋厚分布を測定し,

皮下脂肪／筋分布パターンに及ぼす性, 年齢の影

響を明らかにした｡ 加齢とともに走パワーの低下

が著しく, ��歳では��歳代の��％くらいまでパワー
の低下が見られた｡ その原因として大腿四頭筋群

の萎縮による脚筋力の低下が歩幅の減少を引き起

こし, 走パワー, 及び走速度の減少を引き起こし

ていることが明らかになった｡
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３週間のベッドレストによる身体不活動により

筋が萎縮し, 筋力が低下するが, 特に, 大腿四頭

筋の萎縮が最も著しく, 上肢の筋萎縮はほとんど

見られなかった｡ 一方, ベッドレスト中に適切な

レジスタンストレーニングを実施した結果, 筋萎

縮及び固有筋力の低下を予防できた｡ この結果は,

筋収縮による適切な筋活動により筋萎縮が予防で

きることを示すものであった｡

筋腱複合体の粘弾性特性に関する研究

関節は筋線維と腱とで構成されている｡ 筋線維

の収縮により発揮した張力 (筋力) は腱に伝達さ

れ関節の運動を引きおこす｡ このとき, 腱の弾性

特性が関節のパフォーマンスに大きな影響を与え

ることが明らかになった｡

筋力トレーニングと腱粘弾性特性に関する研究

筋力トレーニングにより腱の弾性特性が変化する

ことが明らかになった｡ 静的筋力発揮を長時間持

続するレジスタンストレーニングを３ヶ月間実施

した結果, 大腿四頭筋のスティッフネスが増加す

ることが明らかになった｡ 一方, ストレッチング

の長期間実施によりヒステレシス (粘性) の減少

が見られた｡

筋腱複合体のダイナミクスに関する研究

筋が収縮するときの筋線維と腱組織の動態を超

音波法によりリアルタイムで観察することが可能

になった｡ その結果, 静的筋力発揮時 (関節を固

定した状態で筋力を発揮するとき) に腱組織が伸

長し, 筋線維は短縮する傾向が見られた｡ 一方で,

跳躍などの動的に関節角度が変化する運動におい

ては腱が伸長し, 筋線維は長さがほぼ一定で筋力

を発揮している事が様々な身体運動中に観察され

た｡ つまり, 等尺性収縮による筋力発揮が行われ

ていることを意味するものであった｡

身体運動中の筋腱複合体の動態に関する研究

超音波を用いてヒト身体運動中の筋線維と腱組

織の動態を測定するための方法を開発した｡ この

方法により, 垂直跳び動作中及び歩行動作中の下

腿三頭筋の筋線維長及び腱長の変化を測定するこ

とが出来た｡ その結果, 垂直跳び動作中の最も筋

収縮が強い離地直前には筋線維長はその長さがほ

とんど変化無く, 一方, 腱組織が著しく伸長して

いる事が観察された｡

筋力の調整に関する研究

一定の筋力発揮中の力の調整をつかさどる神経

筋のメカニズムを明らかにするために, 膝関節伸

展筋, 足関節底屈筋の筋電図を測定した｡ 膝伸展

筋力発揮中に大腿直筋と外側広筋との間で活動交

代が見られた｡ この傾向は非常に低強度での膝伸

展筋力発揮中に見られることが特徴的であった｡

この共同筋の活動交代は筋疲労と密接な関係があ

ることが明らかになった｡

エルゴメータの開発に関する研究

ヒトの身体運動は様々な関節が複合的に作用す

ることにより成り立つ｡ 例えば, 歩行動作中には

足, 膝, 股等の多くの関節の屈曲／伸展, 内転／

外転などの動作が絡み合って, 身体運動が形成さ

れる｡ そこで, 複数の関節の運度のパワーを測定

するためのエルゴメータを開発した｡ その装置を

用いて様々な身体運動中の機械的パワーを測定し,

単関節動作パワーとの関係を明らかにすることか

ら, 身体運動のメカニズムを明らかにすることが

可能であった｡�������������������������������������������������������������������
１��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ����
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